
（別紙３）

～ 令和8年3月25日

（対象者数） 12家庭 （回答者数） 11家庭

～ 令和8年3月25日

（対象者数） ５名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・戸外での活動を積極的に取り入れていくと同時に活動の内
容の充実を図っていく。

2

・交流の時間を増やし、子ども達にとっても良い時間を過ご
してもらえるようにし、事業所の強みとして発信していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・引き続き子どもの様子に合わせてマットを敷く等しながら
安全面に配慮して改善していく。

2

3

・専用の庭があり、子ども達が身体を十分に動かして遊ぶこと
が出来る。

・自由時間を使い、積極的に戸外での活動を取り入れている。

・隣接している高齢者デイサービスとの交流がある。 ・イベントのみではなく、定期的に交流を持てるように、子ど
もの様子に合わせて訪問している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・完全バリアフリー化はされていないので、利用児によっては
不便な一面もある。

・事業所の構造上の課題。

・

令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型放課後等デイサービス かぐらきっず ジュニア

○保護者評価実施期間 令和8年3月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


